
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場いっぱいの人      美しい声、医局合唱団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
和
へ
の
想
い
を
込
め
て
皆
で
歌
う
！ 

憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
は
い
ら
な
い 

み
な
と
医
療
生
協
九
条
の
会
は
、
５
月
２
６
日
（
火
）
に
「
平
和
の

夕
べ
」（
す
べ
て
の
武
器
を
音
楽
に
！
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
科
外

来
待
合
に
１
０
０
名
以
上
の
組
合
員
さ
ん
や
患
者
さ
ん
や
職
員
が
詰

め
か
け
大
盛
況
で
し
た
。
お
な
じ
み
の
職
員
バ
ン
ド
の
チ
ル
チ
ル
ミ
チ

ル
は
め
ず
ら
し
く
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
」
を
演
奏
、
江
間
先
生
作
詞
・

リ
ハ
職
員
作
曲
の
「
虹
の
架
け
橋
」
を
初
披
露
、
み
ん
な
で
歌
い
ま
し

た
。
ま
た
職
員
と
組
合
員
と
の
混
声
合
唱
団
「
う
た
や
あ
せ
」
の
合
唱

が
始
ま
る
と
、
み
ん
な
手
拍
子
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
医
局
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
医
局
合
唱
団
の
ア
カ
ペ
ラ
に
は
、
患
者
さ
ん
の
フ
ア
ン

も
い
て
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
聞
き
ほ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て

プ
ロ
の
歌
手
も
登
場
し
、
マ
イ
ク
を
使
わ
ず
で
も
場
内
に
響
き
渡
る
声

量
は
圧
巻
で
し
た
。
平
和
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
集
い
歌
え
る
も
の

で
す
ね
。 

ま
た
、
政
府
が
今
国
会
成
立
を
狙
う
「
戦
争
立
法
」
に
つ
い
て
、
江

間
先
生
か
ら
お
話
し
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
ま
で
は
日
本
が
攻
撃

を
受
け
た
時
だ
け
に
武
力
を
行
使
し
て
守
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
戦
争
立
法
で
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
同
盟
国
が
起
こ
す
戦
争

に
も
参
加
し
て
武
力
が
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い

内
容
で
す
。
み
ん
な
で
世
論
を
高
め
て
こ
の
戦
争
立
法
を
阻
止
し
ま
し

ょ
う
。 

み
な
と
医
療
生
協
九
条
の
会 

事
務
局 

中
村
博
雄 
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みなと医療生協「九条の会」 

九条ねっと 

パ
レ
ー
ド
に
８
０
名
の
参
加
、
元
気
よ
く
ア
ピ
ー
ル 

み
な
と
医
療
生
協
九
条
の
会
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
反
対
し
、
急
き
ょ
、
戦
争
法
案

反
対
の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
５
月
２
９
日
（
金
）
、
午
後
６
時
、
レ
イ
ン
ボ
ー
入
口

前
に
は
、
協
立
総
合
病
院
な
ど
の
職
員
、
み
な
と
医
療
生
協
の
組
合
員
は
じ
め
、
革
新
あ
つ

た
の
会
な
ど
か
ら
８
０
人
を
超
え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

九
条
の
会
代
表
の
江
間
幸
雄
先
生
か
ら
「
い
ま
、
戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る
こ
と
を
許
し

た
ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
力
を
尽
く
し
て
、
廃
案
に
追
い
込
も
う
」
と
精
魂

込
め
た
挨
拶
が
あ
り
、
行
進
団
は
、
力
強
く
出
発
し
ま
し
た
。
「
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
す

る
な
、
戦
争
立
法
反
対
」
の
横
断
幕
を
先
頭
に
、
憲
法
を 

生
か
そ
う
、
九
条
を
守
れ
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
、
戦
争 

Ｎ
Ｏ
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
、
船
方
学
区
を
パ
レ
ー
ド
し
、
「
若
者
を
戦
場
に
お
く
る
な
」

「
平
和
を
ま
も
れ
」
「
安
倍
の
暴
走
を
ゆ
る
す
な
」
な
ど 

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

道
行
く
人
、
窓
を
開
け
て
み
る
人
、
団
地
の
ベ
ラ
ン
ダ 

か
ら
手
を
振
る
人
「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
と
声
を
掛
け
る 

人
な
ど
、
多
く
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

戦
争
法
案
反
対
パ
レ
ー
ド 

6/14(日) 

愛知弁護士会主催の戦争法案反対デモ

行進に事務局が参加！ 

 

6/23（火） 

病院門前で戦争法案反対アピール行動 

国会を大幅延長（9月末まで）してまで「戦争法案」

を通過させようという安倍政権、自民・公明党に対

して、病院門前にて反対のアピール行動を行いまし

た。多くの職員にアピール文章を渡すことができま

した。 
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私と戦争 

  みなと医療生協九条の会会員 足立 

 昭和 20年 8月 15日、暑い日々でした。ラジオ

の臨時放送で敗戦を岐阜の疎開先で聞きました。

疎開先でも毎晩のように不気味な空襲警報のサイ

レンで真っ暗な防空壕に逃げ、遠くの空が真っ赤

に染まり、まるで隣の村が燃えているようでした。 

 川遊びの時に突然B29の機銃を浴び友達と近く

の竹やぶに逃げ、震えてました。パイロットの顔

が見える程の低空飛行でした。駅に積んであった

ドラム缶が火を吹いて大空に舞い上がり缶詰のよ

うでした。よくみんな助かったと、今でも不思議

な気持ちがします。 

 日本は神の国、必ず神風が吹く、必ず勝つと教

育されました。3月の名古屋空襲で我が家も焼か 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ、戦後、焼け跡に立った時、防火水槽がポツン

と残っていたのが今でも脳裏に焼き付いています。 

 広島、長崎に原爆が投下され、終戦後、新憲法

が施行され「戦争放棄」が明記されています。今

憲法が変更されようとしています。皆の力で九条

を守ることの大切さを思う此の頃です。 

特 別 寄 稿 

戦後 70年によせて② 

ヤマはこれから、戦争法案反対の世論を広げて廃案に追い込もう!! 

戦争法案で私たちはどうなるの!? 

安倍政権のねらいは？ 

とき：７月１４日（火）午後 6時～7時 30分 

ところ：レインボーセンター第 6会議室 

講師：高森弁護士（名古屋南部法律事務所） 
 

国会論戦を通じて参考人招致で呼ばれた 3 人の憲法学者すべが憲法違反にあたると判断し

た今回の戦争法案。安倍政権が答弁をすればするほど、法案のボロが出る状態です。今回

の学習会を力に、職場・地域から反対の声を大きくしましょう。 

 

＝戦後 70年に寄せる思いを大募集!!＝ 

戦後 70 年の節目に、戦争や平和への思いを 400

字以内でお寄せ下さい。短かくても構いません。

例えば… 

○私の戦争体験、祖父母から聞いた戦争の話。 

○私と憲法九条。 

○もし、自分が総理大臣だったら、こんな国に

したい。 

○子供たちへ、孫たちへ。今伝えたいこと。 

○戦争はどうしたらなくせる？ 

他にも詩や俳句などもＯＫ、書き方は自由です。

あなたの思いを言葉に綴って下さい。 

 

緊急学習会のお知らせ 


